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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システム情報を生成するシステム情報生成手段；
　前記システム情報のうち、システム帯域幅を示す情報、ＳＦＮ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａ
ｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）が少なくとも含まれたシステム情報を報知チャネルに多重し、前記
報知チャネルに多重したシステム情報以外のシステム情報を前記報知チャネル以外のチャ
ネルに多重する多重手段；
　前記報知チャネルおよび前記報知チャネル以外のチャネルを送信する送信手段；
　を備え、
　前記報知チャネルは、共有データチャネルとは独立した、システムで予め定義された物
理チャネルとして定義されることを特徴とする送信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の送信装置において：
　前記報知チャネルは、同期チャネルと同じ中心周波数で送信されることを特徴とする送
信装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の送信装置において：
　前記報知チャネルは、システム帯域幅の中心周波数で送信されることを特徴とする送信
装置。
【請求項４】
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　請求項１に記載の送信装置において：
　前記報知チャネルは、全ての受信装置が最低限受信しなければならない受信帯域幅以下
の帯域幅で送信されることを特徴とする送信装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の送信装置において：
　前記システム情報生成手段は、報知チャネルに多重すべきシステム情報として、セルＩ
Ｄおよび送信アンテナ数を示す情報のうち少なくとも１つを示す情報を生成することを特
徴とする送信装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の送信装置において：
　前記システム情報生成手段は、規制情報、上り干渉電力情報、自セル制御チャネル構成
を示す情報、周辺セル情報および間欠受信周期を示す情報のうち少なくとも１つを示す情
報を生成することを特徴とする送信装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の送信装置において：
　前記多重手段は、前記報知チャネルに多重したシステム情報以外のシステム情報が通知
される共有データチャネルを示す情報をＬ１／Ｌ２制御チャネルに多重することを特徴と
する送信装置。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載の送信装置において：
　ネットワークからの呼び出し信号に基づいて、ページングインジケータ情報とページン
グ情報を生成するページング情報生成手段；
　を備え、
　前記多重手段は、前記ページングインジケータ情報をＬ１／Ｌ２制御チャネルおよびペ
ージングインジケータチャネルの一方に多重し、前記ページング情報を共有データチャネ
ルおよびページングチャネルの一方に多重することを特徴とする送信装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の送信装置において：
　前記多重手段は、ページング情報が送信されている共有データチャネルおよびページン
グチャネルの無線リソースを示す情報をＬ１／Ｌ２制御チャネルに多重することを特徴と
する送信装置。
【請求項１０】
　請求項８に記載の送信装置において：
　前記多重手段は、ページング情報が送信されている共有データチャネルおよびページン
グチャネルの無線リソースを示す情報を報知チャネルに多重することを特徴とする送信装
置。
【請求項１１】
　請求項８に記載の送信装置において：
　前記多重手段は、同期チャネルと同じ中心周波数で送信されることを特徴とする送信装
置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の送信装置において：
　前記中心周波数はシステム帯域幅の中心周波数と同じであることを特徴とする送信装置
。
【請求項１３】
　請求項８に記載の送信装置において：
　前記多重手段は、ページングチャネルまたはページング情報が送信されている共有デー
タチャネルを、１つの無線リソースブロックまたはその一部に多重することを特徴とする
送信装置。
【請求項１４】
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　請求項８に記載の送信装置において：
　前記多重手段は、ページングインジケータチャネルの無線リソースブロックとＬ１／Ｌ
２制御チャネルの無線リソースブロックを異なる無線リソースブロックとすることを特徴
とする送信装置。
【請求項１５】
　請求項１ないし１４のいずれか１項に記載の送信装置において：
　前記送信手段は、共有データチャネル、ページングインジケータチャネルおよびページ
ングチャネルに対して、送信ダイバーシチを適用することを特徴とする送信装置。
【請求項１６】
　請求項１ないし１４のいずれか１項に記載の送信装置において：
　前記送信手段は、前記共有データチャネルに対して、時間ダイバーシチおよび周波数ダ
イバーシチのうち少なくとも一方を適用することを特徴とする送信装置。
【請求項１７】
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載の送信装置において：
　前記報知チャネルに対して、セクタ間でスクランブルコードおよび送信タイミングを共
通にする制御手段；
　を備えることを特徴とする送信装置。
【請求項１８】
　請求項８に記載の送信装置において：
　前記ページング情報が多重された共有データチャネルに対して、セクタ間でスクランブ
ルコードおよび送信タイミングを共通にする制御手段；
　を備えることを特徴とする送信装置。
【請求項１９】
　請求項８に記載の送信装置において：
　前記ページングインジケータ情報が多重されたページングインジケータチャネルに対し
て、セクタ間でスクランブルコードおよび送信タイミングを共通にする制御手段；
　を備えることを特徴とする送信装置。
【請求項２０】
　請求項１に記載の送信装置において：
　１無線フレーム内に割り当てを行う報知チャネルの数を決定する繰り返し送信制御手段
；
　を備え、
　前記多重手段は、決定された報知チャネルの数に応じて、１無線フレーム内に報知チャ
ネルを多重することを特徴とする送信装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の送信装置において：
　前記多重手段は、ユニキャストチャネルを送信するサブフレームに前記報知チャネルを
マッピングすることを特徴とする送信装置。
【請求項２２】
　請求項２０または２１に記載の送信装置において：
　繰り返し送信される報知チャネルは同一の送信フォーマットで送信されることを特徴と
する送信装置。
【請求項２３】
　請求項２０または２１に記載の送信装置において：
　多重されるサブフレームで異なるパンクチャパターンで、パンクチャを行うパンクチャ
手段；
　を備え、
　繰り返し送信される報知チャネルは異なるパンクチャパターンで送信されることを特徴
とする送信装置。
【請求項２４】
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　基地局から送信された報知チャネルであって、かつシステム帯域幅を示す情報、ＳＦＮ
（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）が少なくとも含まれたシステム情報が多重
された報知チャネルを受信する報知チャネル受信手段；
　前記報知チャネルに多重したシステム情報以外のシステム情報が送信されるチャネルで
あって、かつ前記報知チャネル以外のチャネルを抽出する抽出手段；
　前記報知チャネルに多重したシステム情報以外のシステム情報をもとに、共有データチ
ャネルを受信する受信手段；
　を備え、
　前記報知チャネルは、共有データチャネルとは独立した、システムで予め定義された物
理チャネルとして定義されることを特徴とする受信装置。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の受信装置において：
　前記報知チャネル受信手段は、受信情報のうち少なくとも一部がセクタ間で共通である
場合、ソフトコンバイニングを適用することを特徴とする受信装置。
【請求項２６】
　請求項２４に記載の受信装置において：
　前記受信手段は、受信情報のうち少なくとも一部がセクタ間で共通である場合、ソフト
コンバイニングを適用することを特徴とする受信装置。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の受信装置において：
　前記受信手段は、ページング情報を送信するページングチャネルまたは共有データチャ
ネル、および／またはページングインジケータ情報を送信するページングインジケータチ
ャネルにソフトコンバイニングを適用することを特徴とする受信装置。
【請求項２８】
　請求項２５に記載の受信装置において、
　前記報知チャネル受信手段は、セクタ固有のパイロットチャネルを使って、セクタ毎の
チャネル推定値を求め、該セクタ毎のチャネル推定値の合計からソフトコンバイニング用
のチャネル推定値を求めることを特徴とする受信装置。
【請求項２９】
　請求項２５に記載の受信装置において、
　前記報知チャネル受信手段は、セクタ共通のパイロットチャネルに基づいて、ソフトコ
ンバイニング用のチャネル推定値を求めることを特徴とする受信装置。
【請求項３０】
　請求項２６に記載の受信装置において、
　前記受信手段は、セクタ固有のパイロットチャネルを使って、セクタ毎のチャネル推定
値を求め、該セクタ毎のチャネル推定値の合計からソフトコンバイニング用のチャネル推
定値を求めることを特徴とする受信装置。
【請求項３１】
　請求項２６に記載の受信装置において、
　前記受信手段は、セクタ共通のパイロットチャネルに基づいて、ソフトコンバイニング
用のチャネル推定値を求めることを特徴とする受信装置。
【請求項３２】
　請求項２４に記載の受信装置において：
　報知チャネルが多重されているサブフレームの信号を同相合成するように制御する繰り
返し受信制御手段；
　を備えることを特徴とする受信装置。
【請求項３３】
　請求項２４に記載の受信装置において：
　報知チャネルが多重されているサブフレームの信号を符号合成するように制御する繰り
返し受信制御手段；
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　を備えることを特徴とする受信装置。
【請求項３４】
　システム情報を生成するシステム情報生成ステップ；
　前記システム情報のうち、システム帯域幅を示す情報、ＳＦＮ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａ
ｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）が少なくとも含まれたシステム情報を報知チャネルに多重し、前記
報知チャネルに多重したシステム情報以外のシステム情報を前記報知チャネル以外のチャ
ネルに多重する多重ステップ；
　前記報知チャネルおよび前記報知チャネル以外のチャネルを送信する報知チャネル送信
ステップ；
　を有し、
　前記報知チャネルは、共有データチャネルとは独立した、システムで予め定義された物
理チャネルとして定義されることを特徴とする通信方法。
【請求項３５】
　請求項３４に記載の通信方法において：
　前記報知チャネルに多重したシステム情報以外のシステム情報が通知される共有データ
チャネルを示す情報をＬ１／Ｌ２制御チャネルに多重するステップ；
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項３６】
　請求項３４に記載の通信方法において：
　１無線フレーム内に割り当てを行う報知チャネルの数を決定する繰り返し送信決定ステ
ップ；
　を有し、
　前記多重ステップは、決定された報知チャネルの数に応じて、１無線フレーム内に報知
チャネルを多重することを特徴とする通信方法。
【請求項３７】
　請求項３６に記載の通信方法において：
　前記多重ステップは、ユニキャストチャネルを送信するサブフレームに前記報知チャネ
ルをマッピングすることを特徴とする通送信方法。
【請求項３８】
　請求項３６または３７に記載の通信方法において：
　繰り返し送信される報知チャネルを同一のフォーマットで送信するステップ；
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項３９】
　請求項３６または３７に記載の通信方法において：
　多重されるサブフレームで異なるパンクチャパターンで、パンクチャを行うパンクチャ
ステップ；
　繰り返し送信される報知チャネルを異なるパンクチャパターンで送信するステップ；
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項４０】
　請求項３４ないし３９のいずれか１項に記載の通信方法において：
　ネットワークからの呼び出し信号に基づいて、ページングインジケータ情報とページン
グ情報を生成するページング情報生成ステップ；
　前記ページングインジケータ情報をＬ１／Ｌ２制御チャネルおよびページングインジケ
ータチャネルの一方に多重するステップ；
　前記ページング情報を共有データチャネルおよびページングチャネルの一方に多重する
ステップ；
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項４１】
　請求項４０に記載の通信方法において：
　ページング情報が送信されている共有データチャネルおよびページングチャネルの一方
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の無線リソースを示す情報をＬ１／Ｌ２制御チャネルに多重するステップ；
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項４２】
　請求項４０に記載の通信方法において：
　ページング情報が送信されている共有データチャネルおよびページングチャネルの無線
リソースを示す情報を報知チャネルに多重するステップ；
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項４３】
　請求項４０に記載の通信方法において：
　前記多重するステップは、同期チャネルと同じ中心周波数で送信することを特徴とする
通信方法。
【請求項４４】
　請求項４３に記載の通信方法において：
　前記中心周波数はシステム帯域幅の中心周波数と同じであることを特徴とする通信方法
。
【請求項４５】
　請求項４０に記載の通信方法において：
　前記多重するステップは、ページングチャネルまたはページング情報が送信されている
共有データチャネルを、１つの無線リソースブロックまたはその一部に多重することを特
徴とする通信方法。
【請求項４６】
　請求項４０に記載の通信方法において：
　前記多重するステップは、ページングインジケータチャネルの無線リソースブロックと
Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの無線リソースブロックを異なる無線リソースブロックとするこ
とを特徴とする通信方法。
【請求項４７】
　請求項３４ないし４６のいずれか１項に記載の通信方法において：
　共有データチャネル、ページングインジケータチャネルおよびページングチャネルに対
して、送信ダイバーシチを適用するステップ；
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項４８】
　請求項３４ないし４６のいずれか１項に記載の通信方法において：
　共有データチャネルに対して、時間ダイバーシチおよび周波数ダイバーシチのうち少な
くとも一方を適用するステップ；
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項４９】
　請求項４０ないし４８に記載の通信方法において：
　前記ページング情報が多重された共有データチャネルまたはページングチャネルに対し
て、セクタ間でスクランブルコードおよび送信タイミングを共通にするステップ；
　を有することを特徴とする通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＯＦＤＭ方式により通信を行う送信装置、受信装置および通信方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　マルチキャリアＣＤＭＡ(Multi Carrier Code Division Multiple Access: MC-CDMA)方
式やＯＦＤＭ(Orthogonal Frequency Division Multiplexing)変調方式などのマルチキャ
リア伝送方式では、送信側で情報信号を複数のサブキャリアで変調し、マルチパス遅延波
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による波形歪を低減する目的で送信信号にガードインターバルが挿入される。
【０００３】
　ＯＦＤＭ変調方式を用いたマルチキャリア伝送方式におけるＦＦＴタイミングの検出方
式として、１シンボル毎に挿入されているガードインターバル部分の相関をとることによ
りＦＦＴタイミングを検出する方法が知られている。また、タイミング検出用信号として
、同じ信号を２回繰り返して送信し、受信側で２シンボル間の相関をとることによりＦＦ
Ｔタイミングを検出する方法が知られている。
【０００４】
　また、同期信号を特定のタイミングで多重し、送信する送信装置がある（例えば、特許
文献１参照）。この送信装置では、同期信号は、全てのサブキャリアにおいてバースト的
に送信される。例えば、この送信装置では、１スクランブルコードパターンの開始時間と
同期信号の送信タイミングとを同時にした場合、１スクランブルコードパターンの繰り返
し時間τ内に、２回同期信号を送信する。
【特許文献１】特開２００３－１５２６８１号公報
【非特許文献１】S. M. Alamouti, “A simple transmit diversity technique for wire
less communications,” IEEE J. Select. Areas Commun., vol. 16, no. 8, pp. 1451-1
458, October 1998.
【非特許文献２】K. Suto, T. Ohtsuki, “Performance evaluation of space-time-freq
uency block codes over frequency selective fading channels,” IEEE VTC2002-Fall,
 pp. 1466-1470, Sept. 2002.
【非特許文献３】3GPP TS25.211 Physical channels and mapping of transport channel
s onto physical channels (FDD)
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 to the DVB-T system,” GLOBECOM 2001, pp. 3100－3105, November 2001.
【非特許文献５】D. Chase, “Code combining ‐ a maximum‐likelihood decoding app
roach for combining an arbitrary number of noisy packets,” IEEE Trans. Commun.,
 vol. 33, no. 5, pp. 385-393, May 1985.
【非特許文献６】D. Rowitch, and L. Milstein, “On the performance of Hybrid FEC/
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した背景技術には以下の問題がある。
【０００６】
　上述したような送信装置では、各種のシステム情報、例えば、下り制御チャネル構成に
関する情報、周辺セル情報、各種規制情報などは、報知チャネル（ｂｒｏａｄｃａｓｔ　
ｃｈａｎｎｅｌ：　ＢＣＨ）により送信される。一般に、ＢＣＨで送信されるシステム情
報は一定周期で常に送信されオーバヘッドとなるため、ＢＣＨの伝送速度は小さく設定さ
れる。このため、システム情報を取得するための報知チャネルの受信時間が長くなり、移
動局におけるセルサーチ時間（セルの検出およびセルのシステム情報の取得のための時間
）が長くなる問題がある。
【０００７】
　また、移動局におけるセルサーチ時の処理量が大きい問題がある。
【０００８】
　また、ＢＣＨで送信するシステム情報が大きいことはシステムのオーバヘッドの増大に
つながる。
【０００９】
　そこで本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、セルサーチにおける処理量を
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低減し、セルサーチ時間を低減し、また、システムのオーバヘッドを低減することができ
る送信装置、受信装置および通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明の送信装置は、システム情報を生成するシステム情報
生成手段と、前記システム情報のうち、システム帯域幅を示す情報、ＳＦＮ（Ｓｙｓｔｅ
ｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）が少なくとも含まれたシステム情報を報知チャネルに多
重し、前記報知チャネルに多重したシステム情報以外のシステム情報を前記報知チャネル
以外のチャネルに多重する多重手段と、前記報知チャネルおよび前記報知チャネル以外の
チャネルを送信する送信手段とを備え、前記報知チャネルは、共有データチャネルとは独
立した、システムで予め定義された物理チャネルとして定義されることを特徴の１つとす
る。
【００１１】
　このように構成することにより、移動局におけるセルサーチ時間を短縮できる。ここで
、セルサーチ時間には報知チャネルの受信時間を含む。また、セルサーチにおける処理量
を低減することができる。
【００１２】
　また、本発明の受信装置は、基地局から送信された報知チャネルであって、かつシステ
ム帯域幅を示す情報、ＳＦＮ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）が少なくとも
含まれたシステム情報が多重された報知チャネルを受信する報知チャネル受信手段と、前
記報知チャネルに多重したシステム情報以外のシステム情報が送信されるチャネルであっ
て、かつ前記報知チャネル以外のチャネルを抽出する抽出手段と、前記報知チャネルに多
重したシステム情報以外のシステム情報をもとに、共有データチャネルを受信する受信手
段とを備え、前記報知チャネルは、共有データチャネルとは独立した、システムで予め定
義された物理チャネルとして定義されることを特徴の１つとする。
【００１３】
　このように構成することにより、セルサーチ時間を短縮できる。ここで、セルサーチ時
間には報知チャネルの受信時間を含む。また、セルサーチにおける処理量を低減すること
ができる
　また、本発明にかかる通信方法は、システム情報を生成するシステム情報生成ステップ
と、前記システム情報のうち、システム帯域幅を示す情報、ＳＦＮ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒ
ａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）が少なくとも含まれたシステム情報を報知チャネルに多重し、前
記報知チャネルに多重したシステム情報以外のシステム情報を前記報知チャネル以外のチ
ャネルに多重する多重ステップと、前記報知チャネルおよび前記報知チャネル以外のチャ
ネルを送信する報知チャネル送信ステップとを有し、前記報知チャネルは、共有データチ
ャネルとは独立した、システムで予め定義された物理チャネルとして定義されることを特
徴の１つとする。

【００１４】
　このようにすることにより、移動局におけるセルサーチ時間を短縮できる。ここで、セ
ルサーチ時間には報知チャネルの受信時間を含む。また、セルサーチにおける処理量を低
減することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の実施例によれば、セルサーチにおける処理量を低減し、セルサーチ時間を低減
し、また、システムのオーバヘッドを低減することができる送信装置、受信装置および通
信方法を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　次に、本発明の実施例について図面を参照して説明する。
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なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を用い、
繰り返しの説明は省略する。
【００１７】
　本発明の実施例にかかる無線通信システムについて説明する。
【００１８】
　本実施例にかかる無線通信システムは、基地局と移動局とを備える。基地局は送信装置
１０を備え、移動局は受信装置２０を備える。
【００１９】
　次に、本実施例にかかる送信装置１０について、図１を参照して説明する。
【００２０】
　送信装置１０は、報知チャネルと、共有データチャネルとを送信する。この報知チャネ
ルを用いて、受信装置２０を備える移動局は、セルサーチを行う。ここでのセルサーチと
は、セルの検出および最低限のシステム情報の取得までの手順をいう。さらに、受信装置
２０を備える移動局は、共有データチャネルを受信することにより、各種システム情報を
取得する。さらに、受信装置２０を備える移動局は、ページングチャネルまたは共有デー
タチャネルを受信することにより、ページング情報を取得する。
【００２１】
　送信装置１０は無線信号を送信する基地局に備えられている。送信装置１０は、報知チ
ャネル・共有データチャネル生成器１００を備える。
【００２２】
　報知チャネル・共有データチャネル生成器１００では、以下の処理が行われる。
【００２３】
　システム情報発生部１０１１から入力された必要最低限のシステム情報、例えば、自基
地局のシステム帯域幅を示す情報、必要最低限のシステム情報以外のシステム情報が送信
される共有データチャネルを示す情報、例えば周波数および時間、セルＩＤ、ＳＦＮ（Ｓ
ｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）、ネットワークＩＤ（オペレータを示す情報）
および送信アンテナ数を示す情報のうち少なくとも１つを示す情報は伝送路符号化器１０
２１において符号化され、変調部１０３１において変調される。
【００２４】
　また、システム情報発生部１０１２から入力された必要最低限のシステム情報以外のシ
ステム情報、例えば移動局の各種タイマ値（セル選択タイマ）、各種パラメータ値（受信
レベル報告周期、初期送信電力）、位置登録エリア情報、セル選択情報（セル選択動作を
行う受信レベル情報などのセル選択の閾値）、上り干渉量、測位情報（緯度経度情報など
）、自セルチャネル構成情報（ＢＣＨ以外のページングチャネル、Ｌ１／Ｌ２制御チャネ
ル）、コアネットワーク情報、ＵＥの測定情報、下り制御チャネル構成に関する情報、周
辺セル情報（周辺セルのセルＩＤ、システム帯域幅、ＢＣＨ帯域幅、送信アンテナ数、タ
イミング情報（基地局間の時間のずれ）、送信電力、セクタ数）、各種規制情報などの情
報は伝送路符号化器１０２２において符号化され、変調部１０３２において変調される。
【００２５】
　また、ネットワークから入力された呼び出し信号に基づいてページング情報生成部１１
６で生成されたページングインジケータ情報およびページング情報は、伝送路符号化器１
０２３において符号化され、変調部１０３３において変調される。
【００２６】
　そして、変調されたシステム情報、ページングインジケータ情報およびページング情報
は、多重部１０４において報知チャネル、共有データチャネルに多重され、直並列変換部
１０５において直並列変換され周波数軸上のＮ個の情報シンボル系列となる。直並列変換
された周波数軸上のＮ個の情報シンボル系列は、周波数軸上に並べられる。
【００２７】
　系列長Ｎのシンボル系列に対して、Ｎ個の乗算器１１１各々において、スクランブルコ
ード生成器１１０の出力する制御部１１５において制御されたスクランブルコードが周波
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数方向に乗算され、さらに、スクランブルコードが乗算されたシンボル系列が合成部１１
２に出力される。合成部１１２は、スクランブルコードが乗算された系列長Ｎのシンボル
系列に、同期信号がＮサブキャリアのうちの該当する特定のサブキャリアにおいて多重さ
れる。
【００２８】
　逆フーリエ変換装置（ＩＦＦＴ）１１３は、Ｎ個のシンボルを直交マルチキャリア信号
に変換する。ＣＰ（サイクリックプリフィックス）付加部１１４はフーリエ対象時間毎に
このマルチキャリア信号にＣＰを挿入する。そして送信装置１０はこのＣＰ付加部１１４
の出力するマルチキャリア信号を無線信号にして空間に出力する。
【００２９】
　報知チャネル・共有データチャネル生成器１００における報知チャネルおよび共有デー
タチャネルの生成処理について説明する。
【００３０】
　システム情報発生部１０１１は、報知チャネルで送信する必要最低限のシステム情報を
生成する。システム情報発生部１０１１は、セルサーチに必要なシステム情報、例えば、
自基地局のシステム帯域幅を示す情報、必要最低限のシステム情報以外のシステム情報が
送信される共有データチャネルを示す情報、セルＩＤおよび送信アンテナ数を示す情報の
うち少なくとも１つを示す情報を生成する。
【００３１】
　３ＧＰＰ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮでは、１．２５ＭＨｚから
２０ＭＨｚのシステム帯域幅を取り得るが、本実施例にかかる送信装置１０では、報知チ
ャネルを常に１．２５ＭＨｚ、もしくは１．２５ＭＨｚまたは５ＭＨｚで送信する。
【００３２】
　このように、報知チャネルの送信帯域幅を予め決定することにより、移動局はシステム
帯域幅がわからない段階においても報知チャネルを受信することが可能であり、報知チャ
ネルを受信することによってシステム帯域幅を認識することができる。
【００３３】
　本実施例にかかる送信装置１０において、報知チャネルは、共有データチャネルとは独
立した、事前にシステムで定義された物理チャネルとして定義する。
【００３４】
　共有データチャネルを基本とする３ＧＰＰ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴ
ＲＡＮにおいて、システムで事前に定義された物理チャネルとして報知チャネルを定義す
ることにより、移動局はセルサーチ（セル検出）後に直ちに報知チャネルを受信すること
ができるため、短時間で必要最低限のシステム情報を得ることができる。
【００３５】
　また、図２に示すように、報知チャネルを同期チャネルと同じ中心周波数で送信するこ
とにより、移動局はセルサーチ後、中心周波数を変更することなく、直ちに報知チャネル
を受信することができるため、短時間で必要最低限のシステム情報を得ることができる。
また、報知チャネルの中心周波数は、システム帯域幅の中心とすることにより、移動局の
受信処理を簡易化することができる。
【００３６】
　また、報知チャネルが送信される帯域幅は、全ての移動局が最低限受信しなければなら
ない帯域幅以下で送信することにより、全ての移動局が報知チャネルを受信できるように
することができる。
【００３７】
　システム情報発生部１０１２は、必要最低限のシステム情報以外のシステム情報を生成
する。例えば、システム情報発生部１０１２は、各種のシステム情報、例えば下り制御チ
ャネル構成に関する情報、周辺セル情報（周辺セルＩＤ、送信タイミングなど）、各種規
制情報、上り干渉電力情報、自セル制御チャネル構成、例えば、システム情報が送信され
る共有データチャネルの無線リソース情報など、ＤＲＸ周期を示す情報などを生成する。
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【００３８】
　システム情報はオペレータ毎、セル毎などに情報の種類、大きさとも異なりうるが、上
記のように必要最低限のシステム情報以外のシステム情報を共有データチャネルで送信す
るようにすることで、柔軟にシステム情報を送信することができる。
【００３９】
　また、この場合、共有データチャネルのどの部分、すなわちどの周波数および時間でシ
ステム情報が送信されているかを示す情報は、上述したように報知チャネルで通知される
。このようにすることにより、報知チャネルの制御情報はその分だけ多くなるが、移動局
は報知チャネルの受信後、直ちにシステム情報が送信されている共有データチャネルを受
信できるため、システム情報を得るまでの時間を短縮できる。また、セル毎に変更できる
ため、柔軟性が高い。
【００４０】
　また、システム情報が送信されている周波数および時間を示す情報を、Ｌ１／Ｌ２制御
チャネルで通知するようにしてもよい。移動局は、報知チャネルを受信し、さらにＬ１／
Ｌ２制御チャネルを受信した後に、システム情報が送信されている共有データチャネルを
受信するため、システム情報が得られるまでの時間が若干長くなるが、報知チャネルで送
信する制御情報を小さくすることができる。また、セル毎に変更できるため、柔軟性が高
い。
【００４１】
　また、システム情報が送信されている周波数および時間を示す情報を、システムで予め
定義するようにしてもよい。このようにすることにより、システムで固定となってしまう
ので柔軟性には欠けるが、報知チャネルの制御情報を増やすことなく、かつ、移動局は短
時間でシステム情報を得ることができる。
【００４２】
　また、共有データチャネルで送信される報知チャネルで送信される必要最低限のシステ
ム情報以外のシステム情報を分類し、分類されたシステム情報が共有データチャネルのど
の部分、すなわちどの周波数および時間でどのようなシステム情報が通知されているかが
わかるように通知するようにしてもよい。
【００４３】
　例えば、規制情報のように比較的短い時間周期で内容が変更される可能性がある情報の
ブロックと、周辺セル情報のように時間的には基本的には変わらない情報のブロックを分
け、それぞれがどの部分で通知されているかが分かるように通知する。
【００４４】
　このようにすることにより、移動局に対して、定期的に受信する必要がある部分のみ定
期的に受信させることができる。このため、移動局における待ち受け時のバッテリーセー
ビングをはかることができる。
【００４５】
　例えば、システム情報発生部１０１２は、システム情報として、規制情報、上り干渉電
力情報、自セル制御チャネル構成を示す情報（システム情報が送信される共有データチャ
ネルの無線リソース情報等）、周辺セル情報（周辺セルＩＤ、送信タイミング等）、間欠
受信周期を示す情報を生成し、これらの情報を分類し、共有データチャネルのどの部分で
通知されているかが分かる情報を生成する。
【００４６】
　ページング情報生成部１１６は、ネットワークからの呼び出し信号に基づいてページン
グインジケータ情報およびページング情報を生成する。
【００４７】
　ＰＤＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ）や３Ｇでは、ページ
ング情報およびその他の制御情報を送信するために、データチャネルとは異なる物理制御
チャネルが定義され、これを用いてページング情報が送信されていた。
【００４８】
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　ページング情報を共有データチャネルで送信することにより、ページング情報用の物理
制御チャネルを定義する必要がなくなるため、無線インタフェースを簡単化できる。その
結果、移動局における受信処理や基地局における送信処理を簡単化できる。また、共有デ
ータチャネルでは、様々な速度のデータを扱うことができるため、ページングの柔軟性も
高くなる。
【００４９】
　後述するように、ページング情報を送信する場合は、同一基地局内のセクタ間で共通の
スクランブルコードをかけて受信側でのソフトコンバイニング受信を可能とする方法もと
りうるため、共有データチャネルとは別のページングチャネルを独立に定義してもよい。
このとき、ページングチャネルの無線リソースブロック、すなわち、時間および周波数は
、固定でも可変でもよい。可変の場合は、ページングインジケータチャネルまたはＬ１／
Ｌ２制御チャネルでページングチャネルの無線リソースブロックを示す情報を通知しても
よい。
【００５０】
　また、ページングの有無を示すＰＩ情報を、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルまたは報知チャネ
ルで送信するようにしてもよい。この場合、図３Ａに示すように、ネットワークからの呼
び出し信号に基づいてページング情報生成部１１６において生成されたページング情報と
、Ｌ１／Ｌ２制御情報生成部１１７において生成されたＰＩ情報とが加算器１１８におい
て加算され、伝送路符号化部１０２３に入力される。
【００５１】
　また、ページングインジケータチャネルおよびページングチャネルまたはページング情
報が送信される共有データチャネルは、報知チャネルが送信される周波数と同じ中心周波
数で送信する。このようにすることにより、移動局の受信処理を簡易化できる。
【００５２】
　また、ページングインジケータチャネルおよびページングチャネルまたはページング情
報が送信される共有データチャネルは、図４に示すように、システム帯域幅の中心周波数
と同じ中心周波数で送信することにより、移動局の受信処理を簡易化できる。
【００５３】
　また、ページングチャネルまたはページング情報が送信される共有データチャネルが送
信される帯域幅は、全ての移動局が最低限受信しなければならない帯域幅以下で送信する
ことにより、全ての移動局がページング信号を受信できるようにすることができる。
【００５４】
　また、ページングチャネルまたはページング情報が送信される共有データチャネルは、
図４に示すように、１つの無線リソースブロックまたはその一部を用いて送信することに
より、移動局の受信処理を簡易化できる。
【００５５】
　３Ｇでは、ＰＩ情報専用の物理制御チャネルＰＩＣＨ（ｐａｇｉｎｇ　Ｉｎｄｉｃａｔ
ｉｏｎ　ｃｈａｎｎｅｌ）が定義されていた。このようにＬ１／Ｌ２制御チャネルにＰＩ
情報機能を含めることにより、移動局における受信処理および基地局における送信処理を
簡単化できる。
【００５６】
　また、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルは共有データチャネルに対する制御信号を送信し、ＰＩ
ＣＨはページングチャネルまたはページング情報が送信される共有データチャネルに対す
る制御信号が送信されるため、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルとＰＩＣＨの無線リソースブロッ
クは、同じでなくてもよい。
【００５７】
　移動局はＰＩ情報によりページングがあることを認識すると、ページング情報が送信さ
れている共有データチャネルを示す情報を受信する。
【００５８】
　また、図３Ｂに示すように、ＰＩ情報専用の物理制御チャネルを用いて、ＰＩ情報を送
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信するようにしてもよい。この場合、ＰＩ情報はＰＩＣＨで送信され、ページング情報は
ページングチャネルまたは共有データチャネルで送信される。
【００５９】
　ＰＩＣＨはシステム帯域の中央に配置することにより、移動局はセルサーチを行った後
、直ちにＰＩＣＨを受信できる。
【００６０】
　ＰＩ情報がＬ１／Ｌ２制御チャネルで送信される場合、ＰＩ情報を受信した移動局に対
するページング情報が送信される共有データチャネルの無線リソース（時間・周波数）ブ
ロックを示す情報は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルにより通知される。すなわち、Ｌ１／Ｌ２
制御チャネルのＰＩ情報機能に、ページング情報が送信されている無線リソースブロック
を通知する機能を含める。このようにすることにより、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの制御情
報量がその分だけ増加するが、柔軟性を向上させることができる。
【００６１】
　また、ＰＩ情報を受信した移動局に対するページング情報が送信される共有データチャ
ネルの無線リソースブロックを示す情報を、システムで予め定義するようにしてもよい。
このようにすることにより、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの制御情報量を増加させることなく
実現できる。
【００６２】
　また、ＰＩ情報を受信した移動局に対するページング情報が送信される共有データチャ
ネルの無線リソースブロックを示す情報を、システム情報として通知するようにしてもよ
い。
【００６３】
　移動局は、ＤＲＸ周期に基づいて、ＰＩ機能によりページングがあることが通知される
。
【００６４】
　基地局は、ＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）周期を可変に
し、ＤＲＸ周期を通知するようにしてもよい。
【００６５】
　ある移動局がＰＩ機能によりページングがあることを通知される周期（ＤＲＸ周期）は
、長くするほど移動局の間欠受信間隔が長くなるためバッテリーセービング面で有利であ
る反面、ページング遅延が増大する。ＤＲＸ周期を可変とすることにより、運用面での柔
軟性を向上させることができる。
【００６６】
　この場合、ＤＲＸ周期は、上述したように共有データチャネルで送信されるシステム情
報で通知される。このようにすることにより、報知チャネルの情報を増加させずに実現で
きる。また、ＤＲＸ周期をセル毎に可変にできる。
【００６７】
　また、送信装置１０は、ＤＲＸ周期を、ＢＣＨで通知するようにしてもよい。この場合
、システム情報発生部１０１１は、ＤＲＸ周期を示す情報を生成する。このようにするこ
とにより、報知チャネルの情報はその分増加するが、共有データチャネルを受信しなくて
もＤＲＸ周期を認識できる。また、ＤＲＸ周期をセル毎に可変にできる。
【００６８】
　ページング情報の送信が行われる場合に、伝送路符号化部１０２３は予め決められた固
定の符号化率を用い符号化処理を行い、変調部１０３３は予め決められた固定の変調方式
により変調処理を行う。
【００６９】
　ページング情報を送信する段階では、ネットワーク側は移動局の位置を把握していない
ため、伝搬ロスの大きさを把握できない。したがって、最悪ケースであるセル端に移動局
が位置する場合を想定して送信を行う必要がある。このため、変調方式および符号化率は
セル端でも受信可能なものを用いる。
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【００７０】
　変調方式および符号化率を固定とすることにより、ＰＩ機能において変調方式や符号化
率を通知する必要がなくなり、ＰＩ機能の制御情報量を小さくすることができる。具体的
には、ＱＰＳＫ変調方式および符号化率１／３もしくは１／２を用いる。
【００７１】
　次に、制御部１１５における処理について説明する。
【００７２】
　ＣＤＭＡにおいて、複数の基地局、複数のセクタで同様の信号を送信する場合、セクタ
の境界領域に在圏する移動局では、両信号を受信できる。例えば、図５Ａに示すように移
動局は両セクタから送信される信号を受信できる。しかし、基地局では２倍の無線リソー
スを使うことになり、移動局では両セクタから送信される信号が互いに干渉となるため、
無駄が多くなり、結果として効率が落ちてしまう。
【００７３】
　ＯＦＤＭＡにおいては、セクタ間で共通のスクランブルコードを用い、かつ、送信タイ
ミングを一致させた場合、隣接するセクタからの信号は干渉とはならず、各セクタから送
信された信号が受信される時点で合成される（ソフトコンバイニング）。
【００７４】
　ＰＩ情報をＬ１／Ｌ２制御チャネルで送信する場合には、共有データチャネルで送信さ
れるページング情報のみにソフトコンバイニングを適用する。Ｌ１／Ｌ２制御チャネルで
は、ＰＩ以外の信号も送信されているため、セクタ間で異なるスクランブルコードがかけ
られる。このスクランブルコードは共通化できない。具体的には、制御部１１５は、ペー
ジングチャネルまたは共有データチャネルで送信されるページング情報に対して、図６に
示すようにスクランブルコードを共通化し、送信タイミングを合わせるように制御する。
例えば、図５Ｂに示すように基地局は、共通のスクランブルコードが乗算されたページン
グ情報を両セクタから、セクタ間のスケジューラのコーディネーションにより同一タイミ
ングで送信する。このようにすることにより、受信側では合成されたページング情報が受
信される。
【００７５】
　また、ＰＩ情報がＰＩＣＨで送信され、ページング情報はページングチャネルまたは共
有データチャネルで送信される場合には、ＰＩＣＨおよび／またはページングチャネルま
たは共有データチャネルで送信されるページング情報にソフトコンバイニングを適用する
。この場合、制御部１１５は、ページング情報が多重されたページングチャネルまたは共
有データチャネルに対して、セクタ間でスクランブルコードおよび送信タイミングを共通
にし、ページングインジケータ情報が多重されたページングインジケータチャネルに対し
て、セクタ間でスクランブルコードおよび送信タイミングを共通にする。
【００７６】
　具体的には、制御部１１５は、ＰＩＣＨで送信されるＰＩ情報および／またはページン
グチャネルまたは共有データチャネルで送信されるページング情報に対してスクランブル
コードを共通化し、送信タイミングを合わせるように制御する。例えば、図５Ｂに示すよ
うに基地局は、共通のスクランブルコードが乗算されたＰＩ情報および／またはページン
グ情報を、両セクタから、セクタ間のスケジューラのコーディネーションにより同一タイ
ミングで送信する。このようにすることにより、受信側では合成されたＰＩ情報および／
またはページング情報が受信される。
【００７７】
　このようにすることにより、移動局側で複雑な処理を行うことなく、同一基地局内のセ
クタ間のソフトコンバイニングにより、ＰＩＣＨおよび／またはページングチャネルまた
は共有データチャネルの受信品質を向上させることができる。
【００７８】
　また、送信装置１０は、ＰＩ機能をもつチャネル、例えば、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルま
たはＰＩ情報専用の物理チャネル（ＰＩＣＨ）、または、ページング情報を送信するペー
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ジングチャネルまたは共有データチャネルに対して、ページングに適した送信ダイバーシ
チを適用するようにしてもよい。送信ダイバーシチを適用することにより、効率的なペー
ジング制御情報の送信が可能となる。具体的には、より少ない時間・周波数・電力のトー
タルの無線リソースで送信が可能となる。
【００７９】
　また、制御部１１５は、報知チャネルに対して、スクランブルコードおよび送信タイミ
ングを共通にするように制御するようにしてもよい。
【００８０】
　ページングでは、通常のデータチャネル送信時のように基地局―移動局間の制御ループ
が確立していないため、オープンループの送信ダイバーシチが適する。
例えば、送信ダイバーシチとして、ＳＴＢＣ（Ｓｐａｃｅ　Ｔｉｍｅ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏ
ｄｅ）（例えば、非特許文献１参照）、ＳＦＢＣ（Ｓｐａｃｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｂ
ｌｏｃｋ　Ｃｏｄｅ）（例えば、非特許文献２参照）、ＴＳＴＤ（Ｔｉｍｅ　Ｓｗｉｔｃ
ｈｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）（例えば、非特許文献３参照）、ＴＳ
ＴＤが一定周期（時間）で送信アンテナを変えるのに対して、周波数毎に送信アンテナを
変えるＦＳＴＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｄｉｖｅ
ｒｓｉｔｙ）、ＣＤＤ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｄｅｌａｙ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）（例えば、非
特許文献４参照）のいずれかを適用できる。
【００８１】
　また、送信装置１０は、ＰＩ機能をもつチャネル、例えば、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルま
たはＰＩ情報専用の物理チャネル（ＰＩＣＨ）、または、ページング情報を送信するペー
ジングチャネルまたは共有データチャネルに対して、時間ダイバーシチを適用するように
してもよい。
【００８２】
　時間ダイバーシチを適用することにより、効率的なページング制御情報の送信が可能と
なる。具体的には、より少ない時間・周波数・電力のトータルの無線リソースで送信が可
能となる。例えば、時間ダイバーシチとして、繰り返し送信を用いる。このようにするこ
とにより、送信側もシンプルであり、受信側で単純なＣｈａｓｅ合成（例えば、非特許文
献５参照）による高品質受信が可能となる。また、例えば、時間ダイバーシチとして、Ｉ
ｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ（ＩＲ）を用いるようにしてもよい（例え
ば、非特許文献６参照）。このようにすることにより、送受信処理は、繰り返し送信を用
いる場合と比較して若干複雑になるが、高品質受信が可能となる。
【００８３】
　また、時間ダイバーシチにより複数回にわたる送信を行う際に、送信毎に事前に割り当
てられた周波数ブロック内で周波数ホッピングを行うようにしてもよい。このように、時
間ダイバーシチに加えて、周波数ダイバーシチ効果も得ることができ、高品質でのページ
ングが可能となる。
【００８４】
　また、ページングチャネルに割り当てる無線リソースブロックは、図７に示すように、
一定周期で変えてもよい。これにより、チャネル負荷のランダム化の効果が得られ、無線
リソースの効率的な利用が可能となる。
【００８５】
　また、周波数ダイバーシチ効果を得るための送信方法としては、図７Ｂに示すように、
ディストリビュート型（Distributed transmission）もしくはローカライズド型（Locali
zed transmission）の送信方法のいずれかを用いる。
【００８６】
　また、周波数軸上で繰り返しまたはチャネル符号化を用いて周波数ダイバーシチを用い
てもよい。このようにして周波数ダイバーシチ効果を得ることができ、高品質でのページ
ングが可能となる。
【００８７】



(16) JP 4869778 B2 2012.2.8

10

20

30

40

50

　次に、本発明の実施例にかかる受信装置２０について、図８Ａを参照して説明する。
【００８８】
　本実施例にかかる受信装置２０は、受信信号が入力される報知チャネル受信部２０２お
よび受信手段としての共有データチャネル受信部２０６と、報知チャネル受信部２０２お
よび共有データチャネル受信部２０６と接続された抽出手段としての制御部２０４とを備
える。
【００８９】
　報知チャネル受信部２０２は、送信装置１０から送信された報知チャネルの受信処理を
行い、制御部２０４に入力する。制御部２０４は、報知チャネルに含まれる必要最低限の
システム情報を参照し、該システム情報に基づいて、共有データチャネル受信部２０６を
制御する。例えば、制御部２０４は入力された報知チャネルに含まれる必要最低限のシス
テム情報以外のシステム情報が送信される共有データチャネルを示す情報に基づいて、共
有データチャネルが送信される帯域を示す情報を取得し、該帯域に基づいて共有データチ
ャネル受信部２０６の制御を行う。
【００９０】
　また、報知チャネル受信部２０２は、同一基地局内でセクタが異なる場合においては異
なるデータが送信されるが、その情報のうち、少なくとも一部がセクタ間で共通である場
合には、ページングチャネルと同様に、ソフトコンバイニングを適用するようにしてもよ
い。
【００９１】
　例えば、制御部１０４は、必要最低限のシステム情報以外のシステム情報が送信される
共有データチャネルの周波数ブロックを示す情報、受信タイミングを示す情報を共有デー
タチャネル受信部２０６に入力する。共有データチャネル受信部２０６は、制御部２０４
により入力された周波数ブロックを示す情報と、受信タイミングを示す情報とに基づいて
、共有データチャネルを受信する。
【００９２】
　また、共有データチャネル受信部２０６は、同一基地局内でセクタが異なる場合におい
ては異なるデータが送信されるが、その情報のうち、少なくとも一部がセクタ間で共通で
ある場合には、ソフトコンバイニングを適用するようにしてもよい。例えば、共有データ
チャネル受信部２０６は、ページング情報を送信する共有データチャネルにソフトコンバ
イニングを適用する。
【００９３】
　ここで、ページングインジケータ情報と、ページング情報を受信する受信装置２０につ
いて、図８Ｂを参照して説明する。
【００９４】
　受信装置２０は、受信信号が入力されるページングインジケータ情報受信部２０８およ
びページング情報受信部２１２と、ページングインジケータ情報受信部２０８およびペー
ジング情報受信部２１２と接続された制御部２１０とを備える。
【００９５】
　ページングインジケータ情報受信部２０８は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルまたは報知チャ
ネルにより送信されたページングインジケータ情報を受信する。ページングインジケータ
情報受信部２０８は、ページングインジケータ情報が報知チャネルにより送信された場合
、ソフトコンバイニングを適用するようにしてもよい。
【００９６】
　ページング情報受信部２１２は、ページングチャネルまたは共有データチャネルにより
送信されたページング情報を受信する。ページング情報受信部２１２は、ページングチャ
ネルまたは共有データチャネルにより送信されたページング情報に対して、ソフトコンバ
イニングを適用するようにしてもよい。
【００９７】
　制御部２１０は、ページングインジケータ情報受信部２０８により受信されたページン
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グ情報に基づいて、着信情報の有無を判断し、着信がある場合に、ページング情報受信部
２１２に対してページング情報を受信するように制御する。
【００９８】
　セクタ間でソフトコンバイニングを行うためには各セクタからの受信信号のチャネル推
定値が必要である。
【００９９】
　受信装置２０では、報知チャネル受信部２０２およびページング情報受信部２１２にお
いて、セクタ固有のパイロットチャネルを使って、セクタ毎のチャネル推定値を求め、該
セクタ毎のチャネル推定値の合計からソフトコンバイニング用のチャネル推定値が求めら
れる。このようにすることにより、セクタ独立のパイロットチャネルは、共有データチャ
ネルなどの受信に必要なので、余計なパイロットの追加の必要無く実現できる。
【０１００】
　また、送信装置１０からセクタ共通のパイロットチャネルを別途送信するようにし、受
信装置２０は、報知チャネル受信部２０２およびページング情報受信部２１２において、
ソフトコンバイニング用のチャネル推定値を直接求めるようにしてもよい。このようにす
ることにより、ソフトコンバイニング時のチャネル推定が簡単である。
【０１０１】
　次に、本実施例にかかる受信装置２０の動作について、図８を参照して説明する。
【０１０２】
　報知チャネル受信部は、報知チャネル（ＢＣＨ）を受信する（ステップＳ５０２）。
【０１０３】
　次に、制御部２０４は、報知チャネルに格納された制御情報から必要最低限のシステム
情報以外のシステム情報が送信される共有データチャネルの周波数ブロック、タイミング
を示す情報を抽出する（ステップＳ５０４）。
【０１０４】
　次に、制御部２０４は、共有データチャネル受信部２０６に対して、ステップＳ５０４
において抽出された周波数ブロックを示す情報、タイミングを示す情報を通知する（ステ
ップＳ５０６）。
【０１０５】
　次に、共有データチャネル受信部２０６は、周波数ブロックを示す情報、タイミングを
示す情報に基づいて、共有データチャネルを受信する（ステップＳ５０８）。
【０１０６】
　次に、パケットアクセスに用いるユーザＩＤの付与タイミングについて説明する。ユー
ザＩＤは、セル毎に付与される。
【０１０７】
　移動局から発信を行う場合について、図９を参照して説明する。
【０１０８】
　この場合、移動局は、基地局にユーザＩＤを要求する（ステップＳ６０２）。この要求
時に用いるＩＤは、システム情報として通知される。または予めシステムで定義されてい
る共通ＩＤを用いるようにしてもよい。
【０１０９】
　基地局はユーザＩＤの割り当てを行い、該ユーザＩＤを移動局に通知する（ステップＳ
６０４）。
【０１１０】
　移動局は、通知されたユーザＩＤで、データ送信を行う（ステップＳ６０６）。
【０１１１】
　次に、移動局に対して着信があった場合について、図１０および図１１を参照して説明
する。
【０１１２】
　ページング時は、ネットワーク側からパケットアクセス用ユーザＩＤの通知を行わず、
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移動局からページングに対する応答が返ってきた後で、応答を受けたセルからパケットア
クセス用ユーザＩＤを通知する。
【０１１３】
　具体的に、図１０を参照して説明する。
【０１１４】
　基地局は、ページング情報を移動局に通知する（ステップＳ７０２）。
【０１１５】
　移動局は、ユーザＩＤを基地局に要求する（ステップＳ７０４）。
【０１１６】
　基地局はユーザＩＤの割り当てを行い、該ユーザＩＤを移動局に通知する（ステップＳ
７０６）。
【０１１７】
　移動局は、通知されたユーザＩＤで、データ送信を行う（ステップＳ７０８）。
【０１１８】
　このようにすることにより、移動局がページング後にパケットアクセス用ＩＤをネット
ワーク側に払い出してもらう手順を踏むため、パケットアクセスを開始できるまでの遅延
時間が若干長くなるが、当該移動局が在圏しないセルにおけるムダなユーザＩＤの払い出
しおよび不必要な制御情報の送信をなくすことができる。ページングエリアが位置登録エ
リアのように広い場合には、無駄なユーザＩＤの払い出しをなくす効果が大きいため、よ
り効果的となる。
【０１１９】
　また、ページング時に、ネットワーク側からパケットアクセス用ユーザＩＤも併せて通
知するようにしてもよい。
【０１２０】
　具体的に、図１１を参照して説明する。
【０１２１】
　基地局は、ページング情報とユーザＩＤとを移動局に通知する（ステップＳ８０２）。
【０１２２】
　移動局は、通知されたユーザＩＤで、データ送信を行う（ステップＳ８０４）。
【０１２３】
　このようにすることにより、移動局がページング後にパケットアクセス用ＩＤページン
グエリアが、位置登録エリア等のように広い場合、すなわち多数のセルに対して一斉呼び
出しを行う場合には、移動局が在圏していないセルにおいてもユーザＩＤの払い出しおよ
び通知を行うため、基地局の処理負荷および制御信号量が増加するが、移動局がページン
グ後、直ちにユーザＩＤを認識してパケットアクセスを開始することができる。
【０１２４】
　ページングエリアが、セル毎のように狭い場合、例えばネットワーク側で移動局が在圏
するセルを少数のセル内に特定できている場合には、ムダなユーザＩＤの払い出しが少な
くなるため、より効果的となる。
【０１２５】
　次に、本発明の他の実施例にかかる送信装置について、図１３を参照して説明する。
【０１２６】
　上述した実施例においては、報知チャネルを、周波数領域で送信する場合について説明
した。本実施例にかかる送信装置１０では、時間領域で送信する。
【０１２７】
　本実施例にかかる送信装置１０は、図１を参照して説明した送信装置において、システ
ム情報発生部１０１１と接続された繰り返し送信制御部１０６を備える。
【０１２８】
　繰り返し送信制御部１０６は、１無線フレーム内に割り当てを行う報知チャネルの数を
決定し、システム情報発生部１０１１に対する制御を行う。すなわち、繰り返し送信制御
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部１０６は、１無線フレーム内で何回報知チャネルを送信するかを決定する。この場合、
多重部１０４は、決定された報知チャネルの数に応じて、１無線フレーム内に報知チャネ
ルを多重する。その結果、１無線フレーム内に、１または複数回報知チャネルが送信され
る。
【０１２９】
　この場合、繰り返し送信される報知チャネルは同一の送信フォーマットで送信される。
【０１３０】
　例えば、繰り返し送信制御部１０６は、１無線フレーム内に２回割り当てを行うと決定
した場合、図１４に示すように、１無線フレーム内に２回報知チャネルを割り当てる。
【０１３１】
　また、繰り返し送信制御部１０６は、ユニキャストチャネルを送信するサーブフレーム
に対して、報知チャネルをマッピングするようにしてもよい。その結果、ユニキャストの
サブフレームに報知チャネルが多重される。
【０１３２】
　マルチキャスト（ＭＢＭＳ）のサブフレームは、セル間で共通のスクランブル符号とす
るため、セルサーチのときにマルチキャストのサブフレームの共通パイロットは、スクラ
ンブルコード検出には使えない。このため、先頭のサブフレームは必ずユニキャストとす
る（セル固有のスクランブルコードをかける）ことで、上記の問題が解決でき、セルサー
チでスクランブルコード検出に共通パイロットを使える。
【０１３３】
　また、報知チャネルでは、セル固有のシステム情報が報知されるので、ユニキャストを
送信するサブフレームに、報知チャネルを、マッピングする。
【０１３４】
　システム情報発生部１０１１は、繰り返し送信制御部１０６において決定された１無線
フレーム内に割り当てを行う報知チャネルの数に基づいて、必要最低限のシステム情報を
生成する。
【０１３５】
　伝送路符号化器１０２１は、システム情報発生部１０１１から入力された必要最低限の
システム情報を、多重されるサブフレームで常に同一の方法で符号化を行い、変調部１０
３１に入力する。その結果、送信装置１０は常に同一の信号を送信する。このため、受信
装置２０は、受信部において合成処理を行うことにより、受信ＳＩＮＲを改善させること
ができ、高品質化をはかることができる。
【０１３６】
　また、受信装置２０は、報知チャネルを受信した時点で復調できる。すなわち、どのタ
イミングでも復調可能となる。
【０１３７】
　次に、本発明の他の実施例にかかる送信装置について、図１５を参照して説明する。
【０１３８】
　本実施例にかかる送信装置１０は、１無線フレーム内に、１または複数回報知チャネル
が送信される場合に、多重されるフレームで異なるパンクチャパターンで送信する。
【０１３９】
　送信装置１０は、図１を参照して説明した送信装置において、伝搬路符号化器１０２１

と接続されたパンクチャ部１０７と、パンクチャ部１０７と接続された繰り返し送信制御
部１０６とを備える。パンクチャ部１０７は変調部１０３１と接続される。
【０１４０】
　繰り返し送信制御部１０６は、１無線フレーム内に割り当てを行う報知チャネルの数を
決定し、パンクチャ部１０７に対する制御を行う。すなわち、繰り返し送信制御部１０６
は、１無線フレーム内で何回報知チャネルを送信するかを決定する。この場合、多重部１
０４は、決定された報知チャネルの数に応じて、１無線フレーム内に報知チャネルを多重
する。その結果、１無線フレーム内に、１または複数回報知チャネルが送信される。
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【０１４１】
　この場合、繰り返し送信される報知チャネルは同一の送信フォーマットで送信される。
【０１４２】
　システム情報発生部１０１１から入力された必要最低限のシステム情報は伝送路符号化
器１０２１において符号化され、パンクチャ部１０７に入力される。パンクチャ部１０７
は、繰り返し送信制御部１０６により決定された１無線フレーム内に割り当てを行う報知
チャネルの数に基づいて、多重されるサブフレームで異なるパンクチャパターンでパンク
チャを行う。その結果、繰り返し送信される報知チャネルは異なるパンクチャパターンで
送信される。
【０１４３】
　このようにすることにより、低符号化率の符号語の一部を送信することができる。受信
装置２０は、受信部において合成処理を行うことにより、符号化利得が改善するため、特
性を向上させることができる。したがって、パンクチャを行わない場合より、誤り率を低
減できる。
【０１４４】
　次に、本発明の他の実施例にかかる受信装置について、図１６を参照して説明する。
【０１４５】
　受信装置２０は、図８Ａを参照して説明した受信装置において、報知チャネル受信部２
０２と接続された繰り返し受信制御部２０８を備える。
【０１４６】
　繰り返し受信制御部２０８は、報知チャネル受信部２０２に対して、報知チャネルが多
重されているサブフレームの信号の受信制御を行う。例えば、繰り返し受信制御部２０８
は、１無線フレーム内における報知チャネルの送信回数に応じて、該報知チャネルの受信
制御を行う。
【０１４７】
　報知チャネル受信部２０２は、繰り返し受信制御部２０８による制御に応じて、報知チ
ャネルが多重されているサブフレームの信号を同相合成し、復調する。
【０１４８】
　また、報知チャネル受信制御部２０８は、繰り返し受信制御部２０８による制御に応じ
て、パンクチャされた報知チャネルが多重されているサブフレームの信号を符号合成して
復調するようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１４９】
　本発明にかかる送信装置、受信装置および通信方法は、無線通信システムに適用できる
。
【図面の簡単な説明】
【０１５０】
【図１】本発明の一実施例にかかる送信装置を示す部分ブロック図である。
【図２】報知チャネルと同期チャネルの送信帯域を示す説明図である。
【図３Ａ】本発明の一実施例にかかる送信装置を示す部分ブロック図である。
【図３Ｂ】本発明の一実施例にかかる送信装置を示す部分ブロック図である。
【図４】ページングインジケータチャネル、ページングチャネル、ページング情報が送信
される共有データチャネルの送信帯域を示す説明図である。
【図５Ａ】同一基地局内のセクタ間のソフトコンバイニングを示す説明図である。
【図５Ｂ】同一基地局内のセクタ間のソフトコンバイニングを示す説明図である。
【図６】本発明の一実施例にかかる送信装置を備える基地局の動作を示す説明図である。
【図７Ａ】ページングチャネルに割り当てる無線リソースブロックを示す説明図である。
【図７Ｂ】本発明の一実施例にかかる送信装置の送信方法を示す説明図である。
【図８Ａ】本発明の一実施例にかかる受信装置を示す部分ブロック図である。
【図８Ｂ】本発明の一実施例にかかる受信装置を示す部分ブロック図である。
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【図９】本発明の一実施例にかかる受信装置の動作を示すフロー図である。
【図１０】ユーザＩＤの付与タイミングを示すフロー図である。
【図１１】ユーザＩＤの付与タイミングを示すフロー図である。
【図１２】ユーザＩＤの付与タイミングを示すフロー図である。
【図１３】本発明の一実施例にかかる送信装置を示す部分ブロック図である。
【図１４】本発明の一実施例にかかる送信装置における送信方法を示す説明図である。
【図１５】本発明の一実施例にかかる送信装置を示す部分ブロック図である。
【図１６】本発明の一実施例にかかる受信装置を示す部分ブロック図である。
【符号の説明】
【０１５１】
１０　送信装置
２０　受信装置

【図１】 【図２】

【図３Ａ】
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【図１０】
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